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[1] 組織の概要 

（1）会社名    株式会社岩崎建設 

 

（2）代表者名   代表取締役社長 牧田 忠年 

 

（3）所在地    本社  ：静岡県静岡市葵区竜南 1 丁目 7 番 25号 

資材置場：静岡県静岡市葵区竜南 1丁目 32番 5 号 

 

（4）設立年月日  1971 年 8 月 12 日 

 

（5）資本金    2,000 万円 

 

（6）事業内容   建設業 

産業廃棄物収集運搬業 

 

（7）許可関連  

一般 

建設業許可 

許可 許可番号等 許可内容 
許可 

年月日 

有効 

期限 

静岡 

県知事 

静岡県知事許可 

（般-25） 

第 21682号 

土木、とび、土工、管、鋼

構造物、ほ装、しゅんせつ、

水道施設 

令和５年 

4 月 15 日 

令和 10 年 

4 月 14 日 

産業廃棄物

収集運搬 

静岡 

県知事 
第 02201080374 号  

廃プラスチック類、金属くず、

がれき類、木くず 以上 4

品目 

令和 2 年 

12 月 5 日 

令和 7 年 

12 月 4 日 

 

（8）事業規模 

 単位 2020 年度 2021 年度 

売上高 百万円 325 420 

従業員数 人 21 21 

産業廃棄物収集運搬量 t 419.0 369.5 

   ≪運搬車両≫ 2ｔダンプ：1 台 3ｔダンプ 4 台 4ｔダンプ 5 台 

 

（9）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  : 築地 克之 

連絡先 TEL : 054-248-0139 

FAX : 054-247-6650 

E-Mail：kk.iwaken@shirt.ocn.ne.jp 
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 [2]対象範囲、対象期間、推進組織、役割分担 

（1）対象範囲 

①適用する事業所    ・本社、資材置場 

②適用構成員  ・当社役員、従業員(派遣社員、パート含む) 

③適用する活動   ・当社の全ての事業活動 

 

（2）レポート対象期間 

  2021 年 9 月 1 日～2022 年 8 月 31 日 

 

 

（3）推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）役割分担 

最高責任者 

（社長） 

組織の課題とチャンスを評価して明確化し、課題に対して取り組む。 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の見直しを行い、 

必要あれば改定を指示する。 

環境管理責任者 

環境マネジメントシステムの推進・維持をする。 

① 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する委員会組織（推進 

委員会）を運営する。 

② 最高責任者による見直しのための情報として、システムの構築・運用に関する 

情報を最高責任者に提供する。 

事務局 ・環境管理責任者を全面的に補佐する。 

部門責任者 
・環境目標達成のための企画立案および運用 

・運用状況の確認および是正対策 

 

代表取締役社長・環境経営最高責任者 

代表取締役 牧田 忠年 

 

環境管理責任者兼事務局 

築地 克之 

 

本社・資材倉庫・現場 
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[3]環境経営方針 

 

株式会社岩崎建設 環境経営方針 

基本理念 

 
株式会社岩崎建設は、今まで培ってきた技術と経験を基に、更なる高みをめざし仕事に臨んでおります。 

昨今、ますます強くなる「環境保護」のニーズに対して、環境に配慮した工事施工や業務の効率化に継続的に取組み、

環境配慮型経営を実現し、エコアクション 21の認証の取得をもってお応えいたします。 

我々を育てて頂いた地域社会に感謝し、豊かな自然を次世代へ継承していくことで、企業市民としての社会的責任を果

たしてまいります。 

 
行動指針 

 
当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境保全活動を推進します。 

 

1．事業活動の全領域で、省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活動を実施します。 

2．環境経営システムの継続的な改善を実行し、環境汚染を未然に防止できる体制を構築します。 

3．環境関連の法令や当社が参加した協定等を遵守することはもとより、可能であれば、自主管理基準を設けて環境管理レ

ベルの向上を図ります。 

4．次の項を重要事項として環境目標を設定し、見直しながら効果的な改善活動に努めます。 

（1）ＣＯ２の排出量削減をテーマに、発生要因である電気や燃料については、業務効率化を通じて使用量の削減 

に取組みます。 

（2）廃棄物については分別やリサイクル活動を活性化し排出量の低減を図ります。 

（3）水、化学物質の使用については適正管理に努めます。 

（4）高品質で環境影響の低い商品を、低価格で導入するようグリーン購入を推進します。 

（5）環境に配慮した工事の施工に努め、お客さまからのご意見に対しては真摯に向き合い、 

継続的に改善します。 

5．環境教育･訓練、社内広報活動の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に 

環境保護に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識･認識の向上を図ります。 

6．この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

 

 

2017年 5月 1日制定   

株式会社岩崎建設     

代表取締役 牧田 忠年 
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 [4] 中期環境目標 

中長期の環境目標は以下の通りである。 

 
№ テーマ 

中長期目標 

(2022 年９月 ～ 2025 年８月) 

原
則
と
す
る
目
標 

1 

ＣＯ2 

排出量 

削減 

2021 年度は、ＣＯ2 排出量を 2020 年度比１％削減する。 

2022 年度は、ＣＯ2 排出量を 2020 年度比２％削減する。 

2023 年度は、ＣＯ2 排出量を 2020 年度比３％削減する。 

2024 年度は、ＣＯ2 排出量を 2020 年度比４％削減する。 

1

A 

電力 

使用量 

削減 

2021 年度は、電力使用量を 2020 年度比１％削減する。 

2022 年度は、電力使用量を 2020 年度比 2％削減する。 

2023 年度は、電力使用量を 2020 年度比 3％削減する。 

2024 年度は、電力使用量を 2020 年度比 4％削減する。 

1

B 

燃料油 

使用量 

削減 

2022 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比１％削減する。 

2022 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比２％削減する。 

2023 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比３％削減する。 

2024 年度は、燃料油使用量を 2020 年度比４％削減する。 

2 

廃棄物   

（産廃・一般） 

排出量 

削減 

対象期間中は廃棄物のリサイクル率 90％以上を維持する。 

3 
水使用量 

削減 
対象期間中は活動計画の確実な実施を行う。 

4 
事故・クレーム 

の削減 
対象期間中は労働災害事故と環境クレームの発生を絶無とする 

※化学物質の使用はない、使用があった場合は管理する。 
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[５] 環境経営目標の達成状況および評価（実績） 

比較表 
基準値 

（2020 年度） 
目標値 

（－１％） 

実績 

（2021 年度） 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 総量（kg-CO2） 108,646 107,559 106,975 〇 

電気使用量 量（kWh） 4,550 4,504 4,464 〇 

ガソリン使用量 量（L） 6,833 6,764 6,543 〇 

軽油使用量 量（L） 35,882 25,523 34,763 〇 

廃棄物リサイクル率 リサイクル率（％） 98 90％以上 98 〇 

水使用量 総量（m3） 111 適正管理 116 〇 

クレーム・労災事故件数 件数 0 0 件 0 ◎ 

※化学物質の使用はないため評価はしない 

※購入電力の排出係数は 0.472 を使用 

 

 

[６] 実績評価 

（二酸化炭素排出量） 

 社員全員でエコアクション21の活動取組みを意識し取組みを行った為、使用量数値が微減ではあった為、

達成できた。今後も社員へ活動取組みの周知と実行を定着させていきたい。 

（電気使用量） 

 電気の使用量は削減活動により減少した。電気代の高騰も顕著な為、今後も節電活動に取り組んでいく。 

（ガソリン使用量） 

燃料価格の高騰があり、各自への現場への乗り合わせ、効率の良い走行ルートの設定などを意識させた

結果微減となった。今後も不要なアイドリングストップや燃費の良い走行を意識し削減させていきたい。 

（軽油使用量） 

ガソリン同様、現場への乗り合わせ、効率の良い走行ルートを意識させた結果微減となった。今後も走

行ルートの設定や効率化を図るようにしたい。 

（廃棄物リサイクル率） 

廃棄物は分別活動を徹底し、リサイクル率の維持管理について適正に行われていた。 

（水使用量） 

水使用量は増加しているものの異常値ではなく適正な使用であった。 

 （クレーム・労災事故の発生） 

当社の利害関係者からの苦情やクレームは発生していない。 

また、安全ミーティング等の定期実施により労働災害事故も発生していない。 

エコアクション 21 の活動について効果的に運用できており効果も出ている。 

 

次年度も当年度の活動を継続して実施していく方針。 



 8 

[７] 今年度の環境経営活動計画および取組状況の評価 

 ※化学物質は使用していない 

 ※グリーン購入は概ねグリーン化を達成したため維持管理とする 

環境経営活動計画 
推進 

担当者 

実

施

者 

2021

年度 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

次年度 

の取組 

➀電気使用量の削減 

・使用していない機器の 

電源オフ 
築地 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・不要な照明の消灯 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・各種作業の効率化 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

➁ガソリン・軽油使用量の削減 

・ＧＴＬ燃料の導入検討 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・重機のメンテナンス 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

➂（一般・産業）廃棄物排出量のリサイクル率向上 

・規定の分別方法の遵守 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・マニュフェスト管理の徹底 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

➃水道使用量の削減 

・毎月の使用料把握、異常値監視 築地 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

➄事故・クレームの削減  

・安全協議会の実施および周知 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・地域貢献への活動 築地 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計画欄：● ⇒実施する 

実績欄：〇 ⇒出来ている  ×⇒悪化している 
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［８］環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

(1)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反は無かった。 

関係機関等からの指摘や苦情くわえて訴訟等も同様に無かった。 

 

 (2)当社が適用される主な環境関連法規制等 

確認日：2022年９月１日 

確認者：環境管理責任者    

名称 当社の現状 要求事項 
法律

変更 
評価 

廃棄物処理法 

 

廃棄物の処理および 

清掃に関する法律 

 

静岡市廃棄物の処理およ

び原料に関する条例 

排出事業者として 

外部業者への処理委託 

 

排出事業者からの受託 

適正処理 

①産廃業者や排出事業者との委託契約の締結 

②廃棄物置場の適正保管(表示看板設置) 

③マニフェストの発行・返却・保管 

④マニュフェストの行政報告(年 1 回) 

⑤1 回/年以上の頻度で委託業者の現地視察 

⑥廃棄物の適正処理 

⑦水銀使用製品廃棄物の適正管理 

⑧適正処理を行う業者への運搬 

無 〇 

騒音規制法 

静岡県生活環境の 

保全等に関する条例 

当社の施工する対象工事 
特定作業の届出など 

場所、時間別の規制値遵守 
無 〇 

振動規制法 

静岡県生活環境の保全等

に関する条例 

当社の施工する対象工事 
特定作業の届出など 

場所、時間別の規制値遵守 
無 〇 

グリーン購入法 購買品の一部で実施 環境配慮商品の購入 無 〇 

建設業法 

当社の業務全般 

建設業許可の取得 

専任技術者、監理技術者の設置など 

建設業許可の更新（5 年間） 

無 〇 

建設リサイクル法 
当社の業務全般 

建築資材廃棄物の抑制 

建築資材廃棄物のリサイクル 
無 〇 

道路交通法 当社の業務全般 該当工事に対する道路使用の許可 無 〇 

道路法 当社の業務全般 該当工事に対する道路占用の許可 無 〇 

水道法 
当社の施工する対象工事 特定作業の届出など 無 〇 

下水道法 
当社の施工する対象工事 特定作業の届出など 無 〇 

フロン排出抑制法 
当社の使用する重機 バックホウ（0.45×3 台） 無 〇 
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［９］環境上の緊急事態への準備及び対応 

当社の緊急事態は火災の発生を特定した。 

毎年 9月に対応訓練および、テストを実施し対応を図る。 

工事現場においては朝礼や安全教育など都度必要な対応訓練を図る。 

 

 

 

 

                     

緊急事態対応手順 

対 応 手 順

（緩和手順

を含む） 

① 発見者は，大声で近くの社員に知らせ，設置の消火器で「初期消火」を行う。 

② ストーブは原則禁止だが、何らかの火気を使用している場合は，それを遠ざける。 

③ 周辺で動力を使用している場合は，その電源を遮断する。 

④ 管理責任者／社長へ連絡し，その指示を受ける。 

⑤ 消火作業困難な場合は、まず避難を優先する。 

⑥ 初期消火できず，壁や天井に延焼した場合，消火を中止し，消防署へ連絡し避難する。 

⑦ 社員は，状況を的確に判断し，消防隊が来場した場合，その指示を受ける。 

⑧ 緊急連絡網の更新をする。 

予防手順 ① 建屋内では、訪問者を含め、禁煙と定める。 

② 喫煙の場合は、建屋外の決められた場所で吸い，吸殻は容器に入れて消火する。 

③ 終業時，最終退社者は，火気，消灯，その他の電源遮断をし、施錠してから退社する。 

④ 建屋内へ消火器を設置し，管理（業者による定期点検実施）する。 

⑤ 火災発生の場合の防災組織を定め、避難経路を、日頃より従業員に周知しておく。 

 

項目 訓練結果 

想定内容 事務所からの出火 

訓練内容 出火したことを想定して、上記の対応策を確認し、その内容の適否を確認した。

同時に設置してある消火器の消火訓練を行った。 

訓練日時 ２０２２年９月１日 AM８：３０～９：００ 

実施場所 駐車場 

参加者 現場作業員 18 名 事務 3 名 

訓練説明者 築地 

対応策の検証結果 対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。 

手順の改訂の必要性 改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。 

 

 

緊急事態訓練記録 
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［10］代表者による全体評価と見直し・指示 

 

(１) ヒアリングチェック・内部監査の結果・法令順守 

エコアクション 21 の構築・運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

組織の環境パフォーマンスはおおむね良好。 

環境への取組み状況は、ヒアリング結果より良好と判断。 

(４) 環境経営目標の達成 

環境経営目標の達成状況は概ね良好である。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

問題点の是正処置および予防処置はない。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

フォローアップする事項はない。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

2022 年 1 月にフルハーネスの着用義務や 12 月に騒音振動規制法が一部改正される。当社としては

必要資格の早期取得や工事時間の厳守や規制数値の厳守、近隣住民への告知など法律の変化に早急に対応

する。また、業界的な働き方改革にも対応すべく管理責任者や事務とともに業務の無駄を軽減し効率化を

図れるよう進めていく 

 

 評価日：2022 年 10 月 21 日 

株式会社岩崎建設 

代表取締役社長 牧田 忠年   

 

 

 

 

【見直し・指示事項の有無】 

項目 有無 コメント 

1．エコアクション 21 文書類 無 次年度は規格や文書の更なる理解に取り組む。 

2．環境経営目標・計画 無 前年度のからの内容を継続して実施する。 

3．環境経営活動計画 無 次年度以降も試行錯誤を図り効果的な施策を実施する 

4．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

5．環境経営システム 無 各項目ともに良好に機能している。 

6．その他 無 特になし。 

 

社長からの次年度以降への取組について 

環境目標の達成は、コストダウンや業務レベルの向上につながるため、意識を高く保ち、 

より一層の取り組み強化を行うこと。 

 


